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Zymomonas細菌にお けるス クロ ース加水公解酵素の分泌を促逸するタンパ ク

質 の 諸性質　（福山大 ゜ 食工 、

霜

鳥取大 ・
生 物旛用）

O 小 田有二
、 簗瀬英司

’

、加藤鯣夫
’

、 外村健三

1，目的　Zymom。nas 　mobilis 　Z6Cの ス夘一
ス非発酵性変異株Z6C−S2の suc

一
を相補する選伝子断

片 1．7kbに は 2っ の ORF（ORFIとORF2）が あ り、　 ORF2の 遺伝子産物 は 、 スクロース加水分解酵素の 分

泌に 重要な役割 を果 してい るこ とは既に報告した 。

i｝今回は 、　ORF2がコードするタンパ タ質の

諸｛生質に つ い て 調べ た。

2．方法　eRFIを含むフ
’
ラスミド pZSIO、

　 Z。　 mobilis の プロモーターを含むプラスミドpZE1。お よびpZE1

のプ ロモーター下 流 に ORF2を 含むプラスミドpZES13を保持 したZ6C・S2株を使用 した 。　Z6C・S2（pZSIO）

の 培養菌体は、 2 祕 Tris・HCI緩衝液（pH7．2）で洗浄後 、 同緩衝液に懸濁 した。
　 Z6C−S2

（pZEI ）および Z6C・S2　
’
（pZES13 ）の培養液は、それ ぞれ培養上清、菌体洗浄液お よび超音波破

砕に よる無細胞抽出液の 3つ に分画 した 。 　　　　　 1

．

3，結果　Z6C−S2（pZS10 ）の 菌体をZ6C−S2（pZES13 ）の3つ の 画分とそれ ぞれ30℃ で2時聞以上イ

ンキnベ ー
トす る と、 い ずれ の 画分に もZ6C−S2（pZSIO）菌体か らス夘 一

ヌ加水分解酵素を上清中に

遊離させ る効果が見 られ、特に菌体洗浄液にお い て顕著であっ た 。 Z6C−S2〔pZE1）の 各画分

に は、同様の 効果が まっ た く認め られ なか っ た 。 遊離するスクロ
ー
ス加水分解酵素の活性はインキ

ユベ ーション時間 と とも に上昇 し、添加する各画分の 量 と ともに増加 した 。 この ように遊離を

捉逸す るeRF2遺伝子 産物 は、何 らかの 酵紊タンパ ク質と予想され た 。 そ こで、各種の プロテアーゼ

お よびホス翻パ ーゼ にっ い て調べ たと こ ろ、ホヌホリパ
ーゼCにORF2タンパ ク質と同様の効果があっ た。

以上 の 結果 か ら、ORF2タンパ ク質 はZ6C−S2（pZSIO ）菌体 の 細胞膜 に作 用 し、そ の 結果 として渺

ロ
ー
ス加水分解酵素遊 離するもの と推定 した 。
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囲 剛 力 タ ラ ーゼ は 喰 鋳 の 矯 に お … 　 雌 ・　 ｝m 白 の た め に 使 用 さ れ た あ U の 残

腿 酸 糊 、 勲 速 や か ・ 完 全 分 鰐 ・ た め ・工 業 駄 利 me れ ・ ・ る 齢 で あ る p 畑 究

は 、耐 雛 の 強 い Asp 。 rgil ／usnc の カ タ ラ ーゼ の 生 産 性 を 鰍 さ せ ・離 内 ｝二 赫 酵 素 を

菌 体 外 に だ、す こ と を 目 的 と し て 、基 礎 的 な 研 究 を 行 っ た 。
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n 、g 。 r − IF 。4、。， 、 つ 。 て 棚 様 に ・r ・… X −／… 勸 ・ し て み た … 　 の ・ ・ 孀 曲 麟

は み ら れ な か っ た ．　 As 。 、 rgi
’
l 」us 雄 酬 ・ 薩 雌 の カ タ ラ
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陰 材 。 交 換 欄 旨 で 二 つ の ビ リ に 活 性 力櫑 め ら れ た の で ・・ れ ら と T・ it ° nX
”1°°” よ つ

て 薗 体 外 に 出 現 す る カ タ ラ ーゼ 活 性 と の 関 係 を 調 べ た 。
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